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香jlI異におけるモモジロコウモリについて  

森井 鑑三・薪名  進・川原 省再  

審川県立 香川高等学校   

On物Oiis macrodaciylus（TEMMINC王（）foundin Kagawa Prefecture，Japan  

Ryuzo MoRII，Suslユmu SHrNMYO and Shogo XAWAHARA   

物舘紅送ったこ．のよう紅るノいこは非常紅多くの財y…  

批m朝払出血はが偲察され，それ以後同じ洞窟から  

は姿を消し，約500仇離れた洞窟で19占8年8月24日多  

数個体のCOlonyが発見された．冬眠前の11月になっ  

て，再び占月紅いた洞窟で少数観察されるといったよ  

うに，時期によって任冬場所を変えてt、る．この時期  

が幼仔の育成の時期にあたるのかも知れない．占月に．  

ほ＄に比較して畑の割合がいことや，♀多が仔をだい  

ている点からこの時湖が叫γ．．桝αC′0如けγ／打∫ の  

出産期であろうと温まっれる．．出轄期に？の割合が多い  

のはAグ‘．．汀か‘祓蜘扇ノW夜伽細町巨釣〆め■ビアJ〝∫  

仔∂7β桝揖（TEMMINCtり アブラコウモリに∴おいても  

観察されている“   

屋島洞窟では上記のよう紅〝，γ．タ，7々Cr∂dβC秒′＃5と  

〟ゴ“∫CかⅥ払汀ぷ．布巾一節加鋸かざ との共存COlonyが  

儀容できるが，同洞関内の他の禰である朗i如才咋カ〝g  

f♂7畑肌卵血相＝両脚川 一息仙mC‡（キクガレラコ  

ウモリ，点．00昭伽止鋸ト㍍肌閉止机 TEMMINC王【コキク  

ガレラコウモリ等の混合colonyほ今までに観察され  

なかったしかしil」r■1県の秋ガ洞（底本正氏による）  

長岡沌の毘々洞（吉行磯子氏による）でほ，これらとの  

混合COlonyが観察されている．ちなみに科名を示す  

と朗抄．〃沼〃βdαCf〆z持 と 血行．ぶd打倒賂の・扇’′〟JJ・  

gg柁¢∫Ⅳ∫はVESPERT王LIONIDAE（ヒナコウモリ  

科）に属し，だ．ノk㌢’川棚明朝一昭用才扉Åか川と兄ぃ印7・乃が・  

わ（ぶC〃r〃〟紬5はR王‡INOLOP王‡Ⅰ工）AE（キクガンラコ  

ウモリ科）に属する．これらのことから科にまたがっ  

た混合colonyを認めるか否かが問項となってくる  

が，今後の研究を待たねばならない．．   

最後に調査に協力いただいた香川高等学校生物部の  
諸君紅深謝する．  
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～25， 5）岡日焼籠（1955）／卜江島の自然14～15，  

づ）小野嘉明・植松成美（19占2一〉奴光岸．島 45～48，  

5）内田娘章（19る≦）哺乳類科学11：5へ′25“   

香川県における深手日の研究ほ，石川（．1954），岡  

田（7955），小野・植松（19占2）に．よってなされたが，  

叫叩ff∫I乃α√r∂♂β叶γJ〟ざ（TEMM工NCX）モモ汐ロコク  

モリの記載ほない．19占8年5月に国立科学博物飴の吉  

行瑞子氏から，四国の物．班〃Cデ♂d〃√頼J〟∫の正好な  

記録がないのでまとめるように要請を受けた∴・そこで  

本川県における筆者のこれまでの凋査から財J・．  

桝αどrβ♂〃Cf．γ／以ざの填憩的な側面を肇者が，形態的な  

面紅ついてほ吉行氏が粥億することとし，〟J，、弼αCr〃－  

如亡≠．γJ〝∫ 2D顧を国文科学博物館に送った，．ここで  

ほ，この謂査の生態的な一席を報告する小   

脳グ“J乃αC′クdαぐf．γJ～J∫の報告は19占班ミ1りj紅筆者が  

招鳥洞窟で1預紬狂したのが最初のようである．筆者  

は19占5年から希川県，特に屈息洞掃か！J心にコウモリ  

紅ついて凋査してきたぃ その他県下の洞窟としてほ女  

：祖嗣濱，刊懸洞窟，豊島洞窟と観琶寺五郷渓公園の水  

門等をみてきたが，〟。）′．桝αC川dβCf〆がのCOlony  

ほとれまで軋鮎品詞麗でのみ観察された…  

19‘5年以降の呵y．桝細・クdβ叶γJ〟∫の観察例は．以F  

のようである．19弱年占月8日紅需∴榔一作わがβr〟∫  

ぶCた「¢iゐβrゞf．ル拘沖購那（EoDGSON。Jニホン・エビ  

ナガコウモリと同じ場所で両種あわせて約100D離が英  

存しており，〃．y，桝αCr¢dαCわ・r＃ざ59頚を摘廼（宅58  

肴1）．仔を体にくっつけて飛翔しているキもいたい  

けの数ほ捕猿したものでほすべて1頭であった。．19る7  

年占パ25日にも多数先行しており，この時にl射手ほ相  

当成長して，親が飛び七った後の天井忙10D琉前後の  

COlonyが観察された．仔ほまだ飛ぶことはでき・ない  

が日k開き，毛ははえそろっていた－．19占8年4月1る日  

に屋島洞窟でモ1頭，同月違通寺市内でち1滋を捕  

獲，また尾島洞荷で占月5日にノは 肋’．∫√かβ伽r■∫i  

．ル頼絢血削 とあわせて1ロロ0頭前後観察，うち 叫y，．  

桝αCr¢d丘Cf〆以5る頭（竿5，吉1），仔2頭補聴，占  

月25日には材γ，㍍♂〝0♂〃√秒J〟∫親（宰27芸占），仔  

（？2革1）を捕遊．捕獲された1部を国沌科学博  
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